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 本論文は第 1章から第 7章までで構成されている。まず、第 1章で問題提起を行い、第 2章
と第 3 章では、新株予約権を用いた資金調達として複合金融商品の会計に関する検討が行われ
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 本論文の第 7章では、結論と今後の課題が示される。本論文では、新株予約権を用いた資金調 
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力を意識したこともある。また、費用計上を回避すべく、ストック・オプションの新たな付与を
中止した動きもあった。それに対して、日本企業のストック・オプションの状況をみると、必ず
しも費用計上を回避することはなく状況は異なっていた。 
他方、転換社債など複合金融商品の区分処理に関しても、ストック・オプションと同様に負債
と資本の区分をめぐる問題だけではなく、損益計算にも影響がある。複合金融商品の区分処理に
関しても、費用を小さくするような会計処理が好まれたので、区分処理が回避されるような金融
商品の発行が多く、この点では日本企業は転換社債の区分処理を行わずにいる。しかし、米国基
準や国際会計基準においては、現行のような負債から概念を先に確定するアプローチではなく、
資本から概念を先に確定するアプローチが提案されるなど、概念の変更を試みる動きもある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
